
 
  

 

      ～年頭あいさつ～ 

 新年あけましておめでとうございます。 

 昨年の暮れの TV 視聴率は「ドクターX」が NHK の朝ドラ「べっぴんさん」を抜いて一位を何回かと

っています。 

 理由はなんでしょうか？孤高の天才外科医・大門未知子が金と欲にまみれた病院組織にメスを入れる

勧善懲悪さ。更に「私失敗しないので」の決めゼリフで患者さんを救う確実さでしょうか。かつての水

戸黄門の印籠と同じようです。パターンが同じなのは、視聴者は安心感を覚えます。 

 透析も同様に何事も無く終わること、そして無事に帰宅するパターンが大事だと思います。 

 我々スタッフは患者さん一人一人に合う「失敗しない透析」を維持していきます。そのために技術を

磨き、知識を吸収し、心を安定させるよう頑張っていきますので今年も宜しくお願いします。 

 

初春に想う 

 明けましておめでとうございます。新しい年を迎え、皆様とともに良い年となりますよう願っていま

す。酉の年にあたり酉（鶏）について想いを巡らせてみました。鶏は身近な家禽で私の幼少時には庭に

放し飼いされていました。鳥小屋があり、そこに卵を産み、夜になると庭にから小屋に戻り、止まり木

に止まって眠ります。鶏は東南アジアや中国南部に生息する野鶏が家禽化されたものとされ、日本では

弥生時代から人と一緒に暮らしてきました。それがどうでしょう、今では鶏の姿が見えません。鶏と言

えば食肉店に並ぶ鶏の手羽先や胸肉、卵は 10 個パックに入って 250 円。これでは鶏のイメージが湧か

ないでしょう。昨年、ある養鶏場を見学する機会がありました。広い暗室のような小屋に何百羽と詰め

込まれ、電燈の明るさでコントロールされ、産卵を促されていました。まるで卵を産むための有機物と

いった感じでした。しかし、最近の情報によるとヨーロッパなどの先進国ではケージ飼いを止め、平飼

い、放し飼いに移行しつつあるとの事です。私たちも新しい年を、自然とともに穏やかに暮らせるよう

望んでいます。 

   

 あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。 

 昨年、熊本で開催されたブラッドアクセスの全国大会で感じたことは、超音波装置の進歩と共に、もう

すでにエコー下穿刺は当たり前のこととなっているということです。寿泉堂クリニックにおいても、昨年

新しい超音波装置を購入し、少しずつエコー下穿刺が普及し始めております。 

 シャントを長期間使用するには、医療者側の要因の一つとして穿刺を失敗しないことや、止血時におい

ては血管内に血栓ができるほどあまり強く押さえないことが大事です。血管が細かったり、深いために穿

刺困難な場合には、エコー下穿刺してもらいシャントを長持ちさせましょう。 
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クリニック透析忘年懇話会 

特別講演抜粋 

寿泉堂クリニック 院長 

熊川健二郎 

 昨年１２月 1 日に行われたクリニック透析忘年懇話会で行った講演の内容を抜粋してお届けします。 

透析患者さん達の現状と推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

透析医療に関する知識 Ｎｏ．３１ 



                           国内の慢性透析患者さんは 320449 人（調

査時）と、1 年間で約 6000 人程度増加しま

した。 

                           患者さんが亡くなる原因は、心不全と感染症 

                          が圧倒的に多く、死亡率は調査が開始されてか 

                          らの 30 年間で 9～10％以内の推移となって 

                          います。また透析導入後の生存率は、導入後 

                          1 年・導入後 5 年生存率は改善傾向が見られ 

                       ます。 

 

 

 

 

透析患者さんとリンの関係 

                             

このグラフはリン・カルシウム・PTH の 

                           値と透析患者の死亡率を比べたグラフです。 

                           リンとカルシウムは、極端に高くても低くて 

                           も死亡率が高い事を示しています。 

                           それに比べて、PTH はどんな値でも死亡率 

                           には影響しないようです。 

 

 

 

 

 

通常、リンは人間の体の様々な部分に少しづつ形を変えて存在していて、食べ物から摂取されたリンは腸

管から吸収され、体内に吸収されなかったぶんは排便・排尿によって排泄されるので腎機能が正常であれ

ば高リン血症はほとんど生じません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

皆さんご存知のように、血管の石灰化にはカルシウムとリンが非常に密接に結びついています。 

上の図では、リンの摂取量と排泄量・1 回の透析で除去できる量を比べると、1 日あたり 220ｍｇ

程度のリンが体に蓄積される事になります。このような状況から、透析患者さんにはリン吸着薬の

内服が強く奨められています。 

 

皆さんにご協力頂いたアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずこのグラフは福島県腎臓協会で行なわれたアンケートの2005年と2015年の結果を比べたも

のです。患者さんのリンに対する注意が高まっていることが分かります。 

 次に、クリニックの患者さんに答えていただいたアンケートの結果をご覧頂きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50～70 代の患者さんが

約 80％を占めます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       自分の好きな食べ物をガマンすることは大変 

                       なことですが、皆さん自分なりに気をつけて 

                       調整しているようですね。 

 

                      「何に注意すればよいのか分からない」、「計算し 

て料理を作って基準値に入らない」、「食事管理 

が苦痛」、「好きな食べものが多く楽しみがない」 

などの悩みも多かったです。 

 

 

男性は女性の２倍いらっしゃいます 
透析歴は 0～5 年未満の方が約 55％
とそれ以上長い方より少し多めです 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

２016 年 12 月 1 日、姑娘飯店にて寿泉堂クリニック忘年懇話会が開催されました。 

今年もたくさんの患者さんに参加していただきました。今年も４０名を越える方にご参加頂きま

した！年末の忙しい中参加して頂いた皆さんありがとうございました。 

今回はイベント委員長も歌いました（笑） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベントレポート 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

2016 年度のひまわりは諸事情のため２回しか発行することができませんでした。2017 年

度のひまわりは頑張って作りますのでよろしくお願いします。 飯田 
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